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　人間の意欲と創造力は科学の進歩，文化の発達をもたらし，我々の生活に多
大なる恩恵を与えている。とりわけここ近年のそれは著るしく，日進月歩とど
まりを知らぬ進歩，発達には全たく驚歎の外ない。
　交通機関，殊に航空機の発明，進歩は世界の地図を縮小し，医学の発達は，
「人生50年」という言葉を完全に過去のものへと追いやってしまった。又，空
想の範囲を出なかった「月世界旅行」ですら今では現実のものとなろうとして
いる。これらはほんの一例にすぎないが，これからも人間の創造力の偉大さと
ともに，われわれに多くの恩恵を与えているかを説明するに十分なものであろ
う。しかし反面において最近頻発する航空機事故による惨劇，連日飽くなく報
道される交通事故，その他日常生活における大小，多種多様な事故等もいつわ
りなき現実である。直接間接的にこの現実に接するにつき我々にとり一考を要
する問題であろう。
　科学の発達文，化の向上は我々人類生活に福祉をもたらすべきものであり，
現に我々は現代科学，文化の恩恵に存分に浴しており，合理化された生活を大
いに享受していることは事実であるが，それと共に人為的生活環境の複雑化を
も来たし，本来の意義とは全たくうらはらな，『 d大な事故，災害等の因子をも
内蔵する一面を持つということを十分に認識しなければならないということで
ある。
　航空機事故，感電による事故死，或いは爆発事故等は原始時代に於いては想
像もされなかったものであろう。結局，現代科学の所産の一つであるというこ
とが云えよう。しかしそれらの事故・災害の原因をつきとめてみれば，我々の
生活環境を形成するそれぞれのことについて，無知であったり，軽親であった
・り或いは不注意であったりというように，我々の安全能力の欠如が大部分を占
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めているのが実状である。かくの如き現実をみて，我々は決して無関心でいる
べきものではなく，事故・災害を最小限にとどめ，科学・文化の進歩・向上の
本来の意義を，より高めようとする努力こそ現代に生きる我々に課せられた義
務であろうと思う。
　人類が此の世に生を受けて以来，身の安全を全うし，「安全・幸福な人生」
をのぞまぬものは誰一人としてなかったであろうし，決して安全について無関
心であったわけではなかろうと思う。しかし安全意識の昂揚の兆が見られると
はいえ，未だに十分なものとは云えない現状である。それはとりもなおさず，
安全運動の歴史にもうかがわれる。特に我が国における安全運動は産業の歴史
同様，国際的には非常な立遅れを示し，それが現在までも影響していると思わ
れる。それがため，これまでに如何に多くの不幸をもたらしたかを思うと，ま
ことに概歎に耐えぬものがある。
　まして体育・スポーツに積極的な身体活動を求め，健康な身体・健康な生活
をエンジョイしようとするものにとつて，その活動中，つまらぬことから事故
にあい，一生とりかえしのつかない事を引き起すことも度々ある。そこで我々
の体育・スポーツへの参加・計画について謙虚に反省し，その意義・効果をよ
り高かからしめるため，十分な安全条件を体得しその場に臨むことが大切であ
る。
　それがひいては家庭・職場・その他全ての場にもち込まれ現代生活への適応
能力を高めることにもなるのである。
1．　安全とはどのようなことか
　（1）安全運動の歴史
　　イ．世界の安全運動のおこり
　原始時代ならまだしも，生活環境の複雑化が進むにつれて，人間個人の力，
という狭義的なものでは安全を保たれるものではなく，協力的，組織的な方策
ルールというものが必要になることは当然である。そこで，そのような安全え
の協力的，集団的，組織的な考え方がいつごろから起ったか，まず世界の安全
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運動の概略をながあてみたい。
　欧州では産業革命後の集団生産の結果種々の弊害をかもし出した。したがっ
て安全衛生の問題がとりあげられた。1700年ラマリエ（伊）は「工人の疾病」
なる著書を出し，多教の職種による症状を明らかにした。1780年バーシバル
（英）がマンチエスター地方の紡績工場から発生した流行病を調査し，工場施
設の不備と，少年酷使の状況を医学的・道徳的見地から報じ，その改革を呼ん
だ1816年ロバート・オーエン（英）は中部スコットランドで人道主義による紡
義工場の模範経営を始めていた。かくして労働保護法の制定，安全教会の設
立，または安全博物館の建設などが実現し，安全運動が漸次盛んになった。
　現在強調されている安全第1運動は，1906年アメリカ，ミルゥオーキーの製
鉄会社の社長であったゲーリによって主唱されたものである。この会社では日
々の生産において，おびただしい死傷者を出していたが，道徳的見地からこの
是正を念願し，具体的な対策として安全第1，品質第2，生産第3を仕事のモ
ットーとした。この施策は直ちに死傷者の教を減らすとともに経営の面でもプ
ラスになることがわかり，この運動が全米に広がった。
　1912年に全米安全会議が設立されたが，これはアメリカにおける安全運動の
中心をなす民間団体であって，全ての安全，即ち工場・鉱山・交通・学校・家
庭の安全を常に指導している。この輝しい活躍はあらゆる方面，あらゆる国に
浸透し漸く世界に安全の重要さを再認識させて来ている。
　　ロ．日本の安全運動
　我が国の場合，国際的に見て非常に遅れており，大正5年に工場法および同
施行規則を公布して初めて実施をみた。昭和4年工場危害予防及び，衛生規則
の公布，昭和13年安全管理者制度の確立，同15年工場医制度の確立，これらを
経て，昭和22年労働基準法及び労働者災害補償保険法が制定され，同年労働省
の創設を見，労働基準局に安全課が設けられ安全行政の中心をなす至った。こ
のように我が国の安全運動も産業方面から始ったが産業災害防止の手段として
学校における安全教育の必要がさけばれ，又児童生徒の修学旅行時・登校．下
校……等の災害の頻発からも学校安全教育の必要が唱えられるに至り文部省よ
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り高等学校における保健の学習指導要領の中に，また中学校については保健の
学習についての通達により学校安全がとりあげられるようになった。
　　ハ．安全とは
　前述のように科学・文化の発展と矛盾して弊害をなくし，人道的の立場から
安全運動が起り，．それが一般化したのが安全第1運動であるが，歴史を見るま
でもなく極めて日が浅い。特に産業安全に限らず生活全般にまで浸透したのは
近代文明の所産である交通機関の発達・機械器具の普及による事故が痛感され
てからであろう。そのような関係からか，この場合の安全という言葉からうけ
るニューアンスは，ただ単に交通事故に対する，或は機械器具の取扱いに対す
るもののみの感を与えないでもない。勿論これ等も安全の対象として重大視す
べきものであるが，決してこれのみにとどまるべきでない。
　我々をとりまく環境は家庭環境のみでもなければ，学校環境のみでもない。
やがて学窓を離れ実社会に出れば職場環境もあるといったように，人間の成長
と共にそれぞれ条件を異にする，多種多様な環境に身をゆだね，なければなら
ない。しかもそれらの環境は日々刻々，複雑に変化するものである。
　そのような環境に対し如何によく適応し，生命を尊重した生活を営むことが
出来るかということを真剣に考える必要があり，そのために努力し，結果とし
て満足出来る生活を全うすることが「安全」と云うことが出来よう。
　そのような意味をもつ「安全」を確保し，現代文化を最大に享受出来る生活
を営むにあたり，まず第1に要求されるものは，安全への自覚であることは異論
のないところであろう。と同時にそのような観点から，あらゆる方面からの協力
・努力がなくして得られるものではない。単に営利を目的としたものであり，
安全についての考慮が欠けている商品であれば文化的生活どころか最悪の事態
をまねくことは当然のことである。最近「人間工学」（Human－Engineering）と
か「衛生工学」という言葉が耳に親しまれて来ているが，これは，今後ますま
すオート・メーション化される近代産業の生産過程の中で，入聞尊重の立場に
立ち「人間対機械関係」（Human－rerationに対するHuman－machine　reration）
を正常化させ，生産能率と人体の安全をはかろうとする学問であるが，その根
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本は人間の生理的メカニズムの理解から発している。
　このような考えはこと生産場面にのみにあるものではなく，我々の日常生活
にこそ必要なものであり，環境に適応出来る能力養生とともに適応しやすい環
境衛生にも努力せねばならぬことである。
　以上のように「安全」というものは安全意識の昂揚，知識．能力の習得，安
全化，生理的メカニズム等の例を示すまでもなく多角方面からの協力・努力が
あってこそはじめて実現されるものである。
1．　安全教育の必要性
　（1）生活環境への適応能力
　人間は先天的にもある程度の安全能力を備えている。例をあげれば，未知の
ものに対する恐怖心もそうであろうし，又生命に危害をおよぼし，人間の本能
的安全欲求を脅かす総てのものに対する恐怖心等心理的なもの，又は突然眼前
に異物が飛んで来た場合に無意識のうちに目を閉じたり，危険から身をさける
際に身体を小さく丸める動作等の生理的反射運動がそれにあたるわけである。
しかしながら幼児において危険物を識別する能力もなく，如何なる生活環境に
対して能動的な適応性は具備していない。
　それと同様に現代社会における複雑化された生活環境においては，そのよう
な本能的自己防衛能力なるもののみでは決して安全を保ち得ないことは明らか
なごとである。それには先天的自己防衛能力に加えて，後天的に教育，訓練に
よって安全条件，知識，技術を学び，安全への自覚意識を高め，安全習慣等の
態度がなければならない。生活への適応能力とはこのような，安全教育を通じ
て体得されるものである。
　②　諸教育との同一性
　しかし安全能力というものは決して一朝一夕にして身につくものではない。
特にその根本となるべき安全意識についてみれば極めて悲観的な現状であり，
その点道徳観念の欠如にも通じている。
　最近になって安全意識の昂揚がある程度見られるようになったとはいえ，決
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　して満足すべきところには至ってないばかりでなく，あまりにも問題点が多
tい。
　　ある限定された環境内，例えば職場なり，学校なりの特定の場における行動
は非のうちどころのない理想的安全行動をとる人が，一度その場を離れれば，
全たくそれとは対象的な行動をとったり，又は一度事故にあえばその件に関し
ては極単に神経質になるにもかかわらず，その他のことに関しては極めて無頓
着である人をよく見かける。
　　このように局所的・狭義的なものでは安全意識が身についているとは毛頭い
い得ないのであり，理解が不十分であるがため生活全般にまで応用されないも
のであろう。数字において公式の内容を知らず，応用出来ないと同様に，安全
の基礎的公式を知ってはじめて安全達成が可能となるものである。
　それ故，安全意識も含めて安全条件の体得というものは，「小学校の頃から各
教科毎に安全教育が必要である。」というアメリカの安全教育の先覚者のペイ
ン博士の言を借るまでもなく，他の教科教育と同様，人間の成長発達に応じ，
発達・進行しつつある論理的思考力に訴えながらの意図的・系統的安全教育の
必要が生ずるのである。
3．　安全教育の目標
　ではその安全教育の具体的目標をどこに置くべきであろうか，一言にしてい
えば安全能力を高めることであろうが，単に事故を何パーセント減すとか，半
減するとか消極的なことではなく結果として帰着するところは同じになるにし
ろ，まず潜在する危険誘因を発見取り除くこと，つまり災害・事故が起るまえ
に危険の芽を摘むという積極的な安全行動をなし得る能力養成に目標が置かれ
るべきである。
　アメリカの安全学者であるハイリッヒ氏は「1対29対300」という言を発表
している。氏の説明をかりれば“事故により死亡するか，休業を余儀なくされ
るような重大な事故が1件発生した場合，そこには赤チン程度の軽い事故は29
件発生し，更に事故発生には至らなかったが，うっかりすると大小の如何をと
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わず事故の発生をみたであろうと思われる事件が300件ある。”ということであ
る。結局，300の事故誘因を除かなければその割合で事故をおこすと警告して・
いるのである。
　更に具体的には「安全への根本的自覚意識の昂揚」があり，これこそ「生命
尊重」の基底となるものである。これが血肉となって身についてはじめて，「安
全への積極的行動」施設の安全化，安全への協力，研究等が可能となるは「安
全のための知識修得」である。これらのことが体得されて事故諸因の洞察が可
能となり，安全生活を可能にするものであろう。
　体育・スポーツの場合においても特に異るものではないが特に強調される点
は次のようなことである。
　　　①体育活動の目的を達成するために高度な安全意識をもちのぞむ。
　　　②リーダーシップ，施設の安全化，技術，或は身体的，精神的なもの
　　　　　と事故との関係を理解する。
　　　③体育活動を通じて応用出来る安全技術，習慣，態度を養う。
　　　④体育活動に参加及び企画に必要な施設用具について十分な知識をも
　　　　　つo
4．　スポーツの安全
　体育・スポ＝ツの場は，身体活動を通じ積極的に健康な身体発育を助長し，
更に1「全人的人格陶冶」をはかる一つの教育の場であり又，人間の「本能的運
動欲求」を満足させるために教育的方向づけをする場であることは誰しも認め
るところである。その他今後ますますオートメーション化される生産機構によ
って生ずる余暇の善用をはじめ，生産能率の向上，安全の方法としても，更に
は分業の発達から作業が単純化し，それから蒙る身体発育の不均衡，身体の悪
癖の予防，矯正の方法として広い内容を持っているのである。このように現代
生活において不可欠な要素となる体育・スポーツそれ自体の「安全」について
考えてみると，その目的と矛盾する問題点が山積しているのが現状である。
　物理的・化学的生理のメカニズムも知らず，単に精神鍛練主義の偏重事故が
　　　　　　　　　　　　　　　一35一
・傷害を当然視するといった誤まった考え方を生ぜしめ，無意味な損傷をくり
返したり省りみなかったり，単独で海・山に行く事はタブーと知りながら，同
じあやまちをくり返すことは全く愚の骨頂といわねばならない。このようなこ
とでは何等の益が得られぬのみならず，むしろ残るは弊害のみであり，体育・
スポーツに対する冒漬のみである。それ故，参加する者にとってただ単に自己
慰安的なものに止まらず，常に安全について自覚をかさねつつ安全意識の昂揚
をはかり，安全能力を体得した上での積極的参加がのぞまれる。又指導者にお
いても，単に技術のコーチのみにとどまらず，人間教育の指導者であり，安全
教育の指導者でもなければならない。これらの一致協力があってはじめて意義
を高からしめ，「幸福なる人生」への貢献を可能ならしめるものであろう。
　（1）スポーツの危険性
　体育の目的について今ここで重複するまでもなく「身体活動を媒介とした全
入教育」である。その目的達成とスポーツとの間には密接な相互関係に関して
も説明をまたないことである。
　生来われわれが身体の健康を増進し，身体の成長発達を助長し，調和的発達
を促すために先天的に「運動欲求」というものを持っており，それを教育的に
方向づけを施すことによって満足させることが即ち体育に適するのである。そ
の点でスポーツに負うところが多く，スポーツが「意図せざる体育」といわれ
体育の重要な手段とされる理由があるのである。しかしそのスポーツにはやや
もすると単なる興味に走りやすい面もあり，又その性質上個人，或は団体によ
って技を競い，勝利を競うことに目標が置かれるがため，その目標達成には自
から心身両面に厳しい鍛練が要求され，冒険をも要求される性質を持つもので
ある。従って，スポーツには教育的効果と同時に，或程度の危険的因子を含む
ことはは当然としなければならぬものである。
　かといってこの場合の冒険性・危険性とは「無謀」と同義に解するのは誤り
であることは云うまでもないことである。このスポーツの冒険性・危険性を否
定し安全を保とうとすることは全たく無意味なことであり，それはスポーツの
興味・参加意欲を減殺し，ひいては体育をも否定することにもなるからであ
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る。
　ここが安全第τ主義で意味される消極的危険予防の態度を本質的に異ならす
点であろう。要するにわれわれとして考えねばならない点は，交通事故の大部
分が運転手，或いは歩行者側に原因するという事実と同様，スポーツ事故にお
いても，スポーツ本来の冒険性・危険性による不可避的なものは極めて少く，
無知・軽視・過信等によって無意味に附加されたものが如何に多いかというこ
とである。例えば泳ぐことも出来ずボートで沖に出たり，山の知識，技術もな
く単独で登山したりすることは，単なる「無謀」にすぎない。
5．　スポーツ事故の原因と発生
　事故・災害の中には天災といわれるように偶発的で予測が極めて困難iであり
完全なる予防方策が未だたたないようなものも含んでいる。しかし我々の日常
生活において一般に事故と云われるものは決して不可避なものでなく，天災に
対して人災といわれるものがそのほとんどを占めているといっても過言ではな
い。事故要因が自己に近ずく場合，自己が事故要因に近ずく場合，又両者が歩
みよる場合等，事故というものは色々な型をとって発生するため極めて複雑で
解決の糸口すらみいだしにくいような感を与えないでもないが，その原因とい
うものを検討してみればごく簡単なところにみいだされる場合が多いものであ
る。
　　　　　　■　体育・スポーツにおいてもしかりである。スポーツ事故を未前に防ぐために
は如何なる処に発生し，また如何なる原因によるものであるか。過去における
客観的なデータをもとに検討してみることが必要であろう。
　それではじめて事故発生への洞察が出来，予防を可能ならしめる第1段階と
なる。その客観的資料としてはここにあげたもののみでは決して十分なもので
はないがその原因となるものを大きくわけてみると次のようになろう。
　　（1）物的要因　施設・用具・服装・……・・等の不備・不適
　　②　人的原因　（a）生の的原因　疲労・身体的欠陥・準備運動不足等。運
　　　　　　　　　　　　　　　　　動参加，あるいは継続に不適な身体状態
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　　　　　　　　　　　　　　　　によるもの。
　　　　　　　　（b）心理的原因　情緒の不安定（チーム内の人間関係や，
　　　　　　　　　　　　　　　　　日常生活における不満・心配事等による
　　　　　　　　　　　　　　　　注意，集中力の欠如），スランプによる
　　　　　　　　　　　　　　　　焦燥感，過度の緊張（特に試合に見られ
　　　　　　　　　　　　　　　　　る），あきと軽視による緊張の不足，錯
　　　　　　　　　　　　　　　　覚（技術の過信・距離の錯覚等）
　　（3）自然的原因　山や海における天候の激変，落雷等
　　（4｝スポーツの本質的原因　いわばスポーツの本質からしてある程度やむ
　　　　　　　　　　　　　　　を得ないとされるもの。
　以上はスポーツ事故一般についての原因を概論的にあげたのであるが，種目
の特殊性もあり，事故の内容と原因については必然的に異るものであるため，
参加しようとする種目については特に具体的分析，検討が必要である。
6．　スポーツ事故の予防
　スポーツに限らず事故一般についてその発生時期まで予測することは不可能
なことである。しかし過去における発生事故と原因を詳しく分析することによ
って事故発生の可能性は洞察出来る。それによって何等かの方策を講じはじめ
て事故を未然に防ぐこと，つまり安全を保ちうることが出来るのである。
　以下スポーツ事故の予防についてにの必須条件をあげてみよう。
　（1）物的条件
　　（a）施設・用具の安全化
　　　　参加しようとする種目の施設・用具について，安全の立場から検討・
　　　点検し，事故の可能性が発見されれば安全化・即ち例えば誤っても事故
　　　を起さずにすむ工夫をするとともに環境の整理整頓。
　　（b）施設・用具の点検等
　　　　主運動に入る前にもう一度点検をする。適した服装をする。
　｛2｝人的条件
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　（a）①安全意識の昂揚と安全能力の体得
　　　常に安全の立場から冷静に判断出来る習慣をもって臨むことが大切で
　　ある。その種目における自己の技術程度を知り無理なことはせず段階を
　　おって進むべきである。
　　　②　健康管理の徹底
　　　スポーツによる疲労は翌日に残さぬよう日常生活は摂生を保つととも
　　に，疲労の程度を知る知識も必要である。疲労を蓄積することは健康を
　　害する原因にもなり，直接，事故に結びつくものである。
　（b）　ウオーミングアップ
　　　生理的に主運動に適した状態にするのがウオーミングアップである
　　が，とかく形式的に流れやすい。徒手体操のみでなくその運動に適した
　　基本動作まで行い発汗を覚えるまでやる。
　（c）精神集中
　　　そのことに精神を集中しなければ身体運動に円滑さを欠き安全に身を
　　処することが出来ない。
（3）心理的条件
　（a）　日常生活の情緒的安全
　　　日常の生活において心配とか不安とかの情緒的不安定の状態ではその
　　事に精神的集中が出来ずスポーツ事故の遠因となるので，そのような不
　　安を早急に解決するよう心掛ける。
　（b）過度の緊張と緊張の欠除
　　　責任観念の過剰が心身両面を過度に緊張したり，場の雰囲気に圧倒さ
　　れたり，それとは反対に「だれる」「ゆだんする」「あきる」等からの緊
　　張の欠除が神経・筋肉の協調作用に障害をおこし身体の円滑さをかき，
　　事故になる場合が多い。それ故不相応な責任を持たせたり，あきるまで
　　続けることは禁物である。「だれ」や「あき」は疲労した場合になるこ
　　とが多い。
　（c）衝動的行動の自制
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　　　　人間には本能的に運動欲求があり，衝動的にやってみたくなる場合が
　　　あるが，この場合，準備運動がないのが普通である。
　（4）チームの条件
　　（a）信頼出来る責任者をおく，（指導・安全について）
　　（b）安全気風の養生　　①安全ルールの設定，②パトロールの実施，（責
　　　任者が安全についてみてまわる。）
　　（c）安全についてのチームワーク　　①安全についての妥協の禁止，②激
　　　励の実施，③コミュニケーションの徹底
　　④　安全についての反省
　　（e）安全な試合計画　　①天候・試合日程と回数等。
　以上の外にスポーツ種目の特殊性もあり，安全条件もそれに応じて可変なも
のであり，要は日常生活における安全習慣が導入されなければならない。
　7．事故発生後の処置
（1）救急処置
　（a）救急処置の重要性
　　　事故発生誘因の多いスポーツの場においては，何時事故が発生するか
　　予測することは極めてむつかしいことである。不幸にして事故が発生し
　　た場合，処置に最適者である医師がいない場合の処置は非常にむつかし
　　い問題である。事故の際にその処置如何が生命をも左右することにもな
　　るので，ある程度の処置法を心得ておくことが絶対に必要であろう。又
　　過去のデーターからその種目におこりやすい事故についてはある程度の
　　洞察がきく筈であり，それについては確実に処置出来る準備も必要であ
　　る。
　（b）処置の範囲
　　　その事故による傷害から受ける生理的悪影響を最少限にとどめること
　　に主眼を置き，素人考えで治療の段階までいくのは決して正しいことで
　　はない。あくまで応急処置であり，早急に最適格者たる，医師，或いは
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　　それに準ずる人に連絡し，まかせるべきである゜勿論傷害の程度によ
　　る。
②　処置者の心得
　（a）事故発生に際し，あわてず沈着な行動をとること。
　（b）傷害の程度を正確に判断し，合併症を見落さぬこと。
　（c）処置の限界を知り，最も近い，最適格者たる医師，又はそれに準ずる
　　　人に速やかに連絡をとること。
　（d）医師が来たら事故の概略を説明し，医師の指示に従うこと。
　（e）患者の輸送には震動を与えず注意深く，かつ速やかに行うこと。
8．　外傷と応急処置法
　（1）頻発する外傷と処置法
　　①打撲挫傷の軽度のもので皮膚は破れず皮下に多少の出血をきたし暗
紫色になり隆起して疹痛を覚える。患部の安静をはかり，疹痛・腫脹を緩和す
るため按撫法を施し，カンフルチンキを塗布する。
　　②創傷外部の力により，皮膚や粘膜の連続遮断をきたす損傷であり，
その形により擦過創，切創，刺創，裂創等があり出血，疹痛を伴うがアカチン
オキシフルがあればよいが，なかったらアルコールで消毒する。破傷風になる
ことがあるので軽視してはならない。
　　③　挫傷　外力により皮膚の表面には損傷なく，皮下組織に損傷を受け，
皮下出血を起し，疹痛とともに腫脹がある。関節の場合骨膜にもおよぶ時があ
る。発熱し化膿の恐れもあるので冷湿布し，患部を高くあげ安静にする。
　　④捻挫関節が可動範囲をこえた場合におこり場合により出血を伴い，
靱帯または筋肉・腱の断裂を来たすことがある。局所に熱があれば冷湿布し，
熱がなければ温湿布し安静にする。
　　⑤　眼内異物　運動場面において眼内に異物が入るのは，ほこり，砂じん
等が大部分である。しかしその処置によって大事をまねく場合もあるので軽ん
じてはならない。注意することは手で擦ることをせず，涙で流出するか，洗眼
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する。
　②　稀発する外傷・疾病と処置法
　　①脱臼これは直接・間接の外力と，筋肉の索引により，互いに接する
2つの関節面が全部又は一部が離れ異常な位置をとる場合である。速かに整復
するのがよいが，出来なければ動かさないようにして医師のもとに送る。
　　②　骨折　単純骨折と複雑骨折の2種あり，出血のある場合は止血し副木
で固定して医師に送る。
　　③入事不省と卒倒運動場面で起る人事不省は脳震蕩症が最とも多い。
これは頭部に外力が及ぶと，皮膚や骨に変化のない場合でも脳だけが損傷を受
けることがあり，重傷の場合は意識を失う。処置は患者を安静にし，頭部を動
かさないようにする。脳内出血を起している場合もあるから，医師に診せる必
要がある。
　　④　埋没仮死　これは土砂や家屋の下になり仮死の状態になったものを云
う。鼻や口に入った土砂をとり，骨折や，脱臼をしていることが多いからその
手当をし，呼吸が止っていたら人口呼吸を施す。
　　⑤　溺れ仮死　溺死には水，その他の液体によって呼吸気道が閉塞されて
起る窒息死であるが，死に至らなく仮死した場合，処置の仕方で蘇生させるこ
とが出来る。処置にあたってはまず顔を横向きにし，うつぶせにしたままで根
気よく人工呼吸を行う。その際，寒くないようにし，意識を回復したならば，
直ちに寝床に移し保温する。冬季は寒冷による障害が大であるから保温につと
める。
　　⑥人口呼吸法これにはハワード法，シエーブアー法，シルベスター
法，ニールヤン氏法等があるがいずれの方法でも力を入れて急激にやってはい
けない。ゆっくり根気よく続けなければならない。
　　⑦止血法と繍帯の巻き方小出血の場合は傷口をガーゼ等で圧迫して包
帯をする方法と指の圧迫による止血法があるが指圧法は長時間は続けることが
出来ないので普通出血の多い場合は緊縛法を用いる。ただし，緊縛法は2時間
以上続けないこと。15～20分毎に少し緩めてやるとよい。
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